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1. 業務概要 

1.1 業務名 

令和 3 年度国有林野境界情報のデジタル化の効率的手法検討委託事業 

 

 

1.2 業務の⽬的と概要 

国有林野の境界管理業務は、紙で保管されている測量成果等を基に延長約 11 万㎞、約 367 万点

に渡る境界点について、巡検や巡視等によりその異常の有無を現地作業等で確認しているため、

多大な労力を要している。 

そこで、境界管理業務の効率化を図り、負担を軽減するためには、無人航空機（ドローン等）の

利用や ICT を活用した新たな境界管理への移行を検討する必要がある。それら技術を効率的に活

用するためには、国有林野境界情報（点間の角度や距離、座標値、境界標の種類等）がデジタル化

されていることが前提条件である。特に境界点の位置を確認するには、最新の座標系である測地

成果 2011 に準拠した座標値が必須である。 

本事業は、境界情報デジタル化の効率的な手法を検討し、デジタル化の早期実現に資すること

を目的とする。 

昨年度の事業では、デジタル化の現状を把握するため、関東森林管理局へのヒアリングと全国

の森林管理局へのアンケート調査を行った。さらにデジタル化の方針を決めるために有識者によ

る検討会を行い、「国有林野境界情報のデジタル化のマニュアル」（以下、「マニュアル」という）

を作成した。 

本年度は、マニュアルに沿ったデータ整理を行い、その入力・点検・作業ツールの検討、現地作

業による座標値の修正、各森林管理局のデジタル化作業のサポート、境界管理情報システムの検

討を行った。 

 

1.3 履⾏期間 

 令和 3 年 9 月 30 日～令和 4 年 3 月 11 日 

 

1.4 委託者 

 林野庁（国有林野部 業務課 国有林野管理室） 

 

1.5 受託者 

アジア航測株式会社  
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2. 国有林野境界情報のデジタル化のマニュアルに沿ったデータ整理 

2.1 データ整理の作業フロー 

中部森林管理局および四国森林管理局で管理する境界点情報のうち各約 3万点（計約 6

万点）について、マニュアルに沿ったデータ整理を実施した。データ整理における作業フ

ローを次のとおり示す（図 2.1-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1-1 データ整理の作業フロー 

 

2.2 作業対象のデータ確認 

貸与された中部森林管理局および四国森林管理局の境界点データを確認した。 

点数は、中部森林管理局が約 23万点、四国森林管理局が約 12万点である。このうち、各

局約 3万点を本業務のデータ整理対象とした。 

 データ形式 

各局独自にそれぞれ Microsoft Excel（以下、「エクセル」という）で情報が管理されてい

た（図 2.2-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-1 中部森林管理局および四国森林管理局の管理するエクセル（一部） 
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 データ数量 

各局約 3万点を整理対象とするために、3つの森林管理署を選択することとした。結果を

表 2.2-1に示す。 

 

表 2.2-1 整理対象とした森林管理署および数量 

森林管理局 森林管理署（数量） 整理対象数 

中部 
岐阜森林管理署（22,447） 

東濃森林管理署（9,551） 
31,998 

四国 嶺北森林管理署（38,959） 38,959 

 

なお、中部森林管理局岐阜森林管理署の総数は、提供された一覧表においては 22,443 点

と 4点少なかったが、エクセルを確認したところ「No.」の番号が 4箇所重複していたため、

一覧表において数量が少なく算出されていたと思われる（図 2.2-2）。 

「No.」の重複のあった境界点は次のとおりである。 

・境界点 ID：00400009000616500 と 00400009000616600（No.290） 

・境界点 ID：00400009000621600 と 00400009000621700（No.340） 

・境界点 ID：00400009001374000 と 00400009001374100（No.518） 

・境界点 ID：00400009001569600 と 00400009001569700（No.2743） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-2 No.の重複があった境界点 
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2.3 境界 IDの付与 

確認し、整理対象と定めた境界点に対し、境界点の識別と境界点に紐づく情報の整理を目

的に、マニュアルの付与規則（表 2.3-1）に基づいて、境界 ID を付与した（図 2.3-1）。 

 

表 2.3-1 境界 ID の付与規則 

種別 桁数 内容 例 

境界 ID 17 
森林管理局コード + 森林管理署コード 

+ 境界点 No + 備考 No 
00400006000000101 

 森林管理局コード 5 
境界点を管理する森林管理局のコード 

（上 2桁は「00」） 
00400 

森林管理署コード 5 境界点を管理する森林管理署のコード 00600 

境界点 No 5 
森林管理署内の境界点に割り当てられた

通し番号 
00001 

備考 No 2 
境界点間で新境界点や補点を設置した場

合に割り当てる番号 
01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3-1 境界点 ID の付与例  
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2.4 座標変換作業 

国土地理院から提供されている座標変換・補正ソフトウェア（TKY2JGD、PatchJGD）を

使用し、測地系変換の必要な境界点を測地成果 2011 に変換し「別添：国有林野境界点統一

フォーマット（中部森林管理局／四国森林管理局）」に取りまとめた。 

最終的に実施した変換数を表 2.4-1に示す。 

なお、「3 座標値の簡易な点検方法」の点検対象とした。 

 

表 2.4-1 森林管理局別の座標変換対象数 

項目 

局 

対象境界

点数 

整理対象

データ 

対象データ内訳 
座標変換

実施 座標なし 任意座標 
日本測地

系 

測地成果
2000 

測地成果 2011 

（点） （点） （点） （点） （点） （点） （点） （点） 

中部森林 

管理局 
31,994  31,998 106 588 31,259 45 0 31,302 

四国森林 

管理局 
38,959  38,959  0 0 38,959 0 0 38,959 

※ 北海道・西日本では東北地方太平洋沖地震の影響が小さかったため、測地成果 2011 への成果改定は行われていな

い。但し、名称は国内一括して測地成果 2011としている。 

 

 座標変換対象 

 各森林管理局のエクセルを調査し、座標変換対象を調査した。 

 詳細は次のとおりである。 

 

（１）中部森林管理局の変換対象 

中部森林管理局のエクセルファイルは森林管理署ごとにフォルダ管理、担当区ごとにフ

ァイル管理されている（図 2.4-1）。対象とした岐阜および東濃のファイルの帳票シートに

は、任意座標が 588 点、日本測地系が 31,259 点、測地成果 2000 が 45 点、座標なしが 106

点あった。よって、変換対象は日本測地系の 31,259 点および測地成果 2000 の 45 点、計

31,304点である。 
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図 2.4-1 中部森林管理局の国有林野境界点管理状況 

 

なお、エクセルのフィールド名から判断した結果では、日本測地系の点は 31,261 点であ

ったが、うち 2点が実際は任意座標であったため、これらは任意座標に振り分け、変換対象

外とした。具体的な点名は次のとおりである（図 2.4-2）。 

 

・境界点 ID：00400009000762700（No.260） 

・境界点 ID：00400009000762800（No.261） 

 

 

 

 

 

図 2.4-2 任意座標と判断した境界点  

フォルダ：森林管理署単位 

ファイル：担当区単位 

帳票シート 
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（２）四国森林管理局の変換対象 

四国森林管理局のエクセルファイルは森林管理署ごとにフォルダ管理、国有林ごとにフ

ァイル管理されている（図 2.4-3）。 

整理対象とした点の座標系は全て日本測地系であったため、38,959 点を座標変換対象と

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4-3 四国森林管理局の国有林野境界点管理状況 

 

  

フォルダ：森林管理署単位 

ファイル：国有林単位 

帳票シート 
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 座標変換 

座標系の異なる境界点は次に示すとおり、段階的に変換した（図 2.4-4）。 

任意座標の点は、既定の座標系に則った座標値ではないため、変換対象外とした。 

公共座標系（日本測地系）の点については、国土地理院提供の TKY2JGDのロジックに基

づき世界測地系（測地成果 2000）に変換した。 

中部森林管理局の世界測地系（測地成果 2000）の点については、国土地理院提供の

PatchJGDにより世界測地系（測地成果 2011）に変換した。 

各森林管理局における詳細は以下に記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4-4 座標の段階的変換 

 

（１）中部森林管理局の座標変換 

中部森林管理局は、日本測地系と世界測地系（測地成果 2000）の 2 種類の座標系の点が

あった。日本測地成果は「TKY2JGD」で世界測地系の測地成果 2000に変換し、さらに他の

測地成果 2000のデータと合わせて「PatchJGD」で世界測地系の測地成果 2011に変換した。 

座標変換の作業手順は次のとおりである。 

① エクセルの確認（空欄・重複の確認） 

② エクセルから座標値をコピーし、「TKY2JGD」および「PatchJGD」用のインポート

ファイルを作成 

③ 日本測地成果を「TKY2JGD」で世界測地系の測地成果 2000に変換 

④ 世界測地系の測地成果 2000を「PatchJGD」で世界測地系の測地成果 2011に変換 

⑤ エクセルにとりまとめ 

 

約 5,000点の座標変換に要した時間は、初心者（今まで一度も座標変換をしたことがない

作業者）では約 100分、熟練者（日常的に座標変換を行っている作業者）では約 30分であ

った。 

なお、本作業を数回行えば、熟練者並みの時間で処理することが可能と思われる。 

 

  

①任意座標 
②公共座標 

日本測地系 

③世界測地系 

測地成果2000 

④世界測地系 

測地成果2011 

TKY2JGDで変換 PatchJGDで変換 
※静岡・愛知・近畿以西は対象外 

現地での 

計測が必要 

座標変換プログラムで変換 
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（２）四国森林管理局の座標変換 

四国森林管理局はすべて日本測地系の座標値であったため、全点を「TKY2JGD」で世界

測地系の測地成果 2000に変換した。 

座標変換の作業手順は次のとおりである。 

① エクセルの確認（空欄・重複の確認） 

② エクセルから座標値をコピーし、「TKY2JGD」用のインポートファイルを作成 

③ 日本測地成果を「TKY2JGD」で世界測地系の測地成果 2000に変換 

④ エクセルにとりまとめ 

 

約 5,000 点の座標変換に要した時間は、初心者では約 80 分、熟練者（日常的に座標変換

を行っている作業者）では約 20分であった。 

 

（３）エクセルの空欄対処例 

TKY2JGD や PatchJGD で使用するインポートファイルの座標値に空欄があると、プログ

ラムが受け付けないため、次の 3つの手法で対処した（表 2.4-2）。 

なお、どの手法も優劣つけがたいため、適宜都合の良い手法で対処すればよいと考える。 

 

表 2.4-2 空欄削除の手法比較 

手法 長所 短所 

空欄があるごとにインポートファイ

ルを分割して作成 
行の間違いが発生しない 

ファイル数量が増えるため 1地

区の変換回数が増える 

ID番号等で空欄箇所を記録し、行

を詰める 
処理回数が少ない 

まとめる際、空欄箇所を元に戻

す必要がある 

空欄箇所に仮座標（X=10000、

Y=10000等）を入れておき、変換後

削除する 

置換で対応できる 
たまたま同じ座標が存在するこ

とが無いよう注意が必要 
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2.5 属性データの整理 

境界点の杭１本に対して、本来は座標値や標識番号は唯一であるべきだが、中部森林管

理局および四国森林管理局のエクセルを座標と属性の両者から整理した結果、次の 2点が

確認されたため、属性に「測系」の情報を追加し、測系ごとに座標値を管理し、同一地点

の重複を整理する新たな属性フォーマットを作成した。なお、測系の情報をエクセルで管

理していない場合は、重複の解消に「国有林名」や「団地名」の情報を境界点の識別に使

用することも考えられる。 

・同一地点が同一座標値かつ同一名称で管理されていない地点が複数みられる。 

・同一点における古い時点の座標値・新しい時点の座標値・測量結果の座標値がそれぞ

れ異なる。 

さらに、改訂後の統一フォーマットに従い、属性データを整理した。 

なお、杭 1本に対し複数座標値が存在する境界点は、優先ルール（古い又は新しい計測

成果を優先、衛星測位を優先等）を定める等して 1座標化を進めるのが望ましい。 

 

 新たな属性フォーマットの検討 

昨年度業務では、同一座標値の境界点は標識番号が同一であること、また測系の接合部

や起終点等、同一境界点が複数回計測されても既存の座標値を優先し、座標値は変更しな

いことを前提に統一フォーマットを作成した。 

しかし、試行の結果、同一地点が同一座標値かつ同一名称で管理されていない地点（標

識番号は異なるが同一点を示していると予想される場合を含む）の事例（図 2.5-1）が確

認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5-1 「座標値の重複」と「標識番号の重複」の模式図 

 

  

座標値が同じ

終点“Az”
始点“Ba”

始点
Aa

終点
Aｚ

始点
Ba

終点
Bz

標識番号が
同じ

終点“Az”
始点“Az”

始点
Aa

終点
Aｚ

始点
Az

終点
Bz
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「座標値の重複」の事例を図 2.5-2に示す。本例は、１つの測系の起終点の境界点の標

識番号が異なる例である。比較的散見される（中部森林管理局、四国森林管理局ともに

200例程度）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5-2 「座標値の重複」事例 

 

一方、上記と同様起終点の重複と思われる箇所においても座標値が一致していない事例

もあった。図 2.5-3に示す（模式図上では、同一標識名だが、本事例は、標識名は異なる

が同一座標を示す点だが、座標値が異なる点の事例を示している）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5-3 「標識番号の重複」事例  

№ 新国有林名 旧国有林名
局
（刷新

コード）

局 署　　（刷

新コード）
署名

事務所
（刷新コー

ド）

森林事務
所

担
当
区
（刷新

担当区 団地名
新標識群

標識群

単位の

連番

986 井洞 井洞 400 中部森林管理局 900 岐阜 801 白鳥 210 白鳥 井洞(周囲界の部) 803 1

1228 井洞 井洞 400 中部森林管理局 900 岐阜 801 白鳥 210 白鳥 井洞(周囲界の部) 803 243

同じ位置に 

違う標識番号の 

境界点（起終点） 

№ 国有林名
局

（刷新コー

ド）

局
署
（刷新

コード）

署
事務所
（刷新

コード）

森林事

務所

担当区
（刷新コー

ド）

担当区 名称
新標

識群

標識

群単

位の

連番

82 北山 400 中部森林管理局 300 東信 205 東部 180 東部 北山　（界甲の部） 1 82

419 （附属地） 400 中部森林管理局 300 東信 205 東部 180 東部 北山　（界道ニの部） 5 31

地域座標Y 地域座標X 公共座標Y 公共座標X

10,060.10 30,404.30 -8047.21 41,556.79

10,060.10 30,404.30 -8047.17 41,556.78

本来は同じ座標値と

思われるが、数 cm

離れている 

地理院タイル 

地理院タイル 
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これらの矛盾を直ちに修正することは不可能であるため、測系内の他の点との関係を維

持したまま統一フォーマットに変換できるよう「測系」情報を追加することとした（表 

2.5-1）。 

なお、「測系」に対応する情報がすでに別の属性（中部森林管理局においては「団地名」、

四国森林管理局においては「国有林名」が相当）に含まれており、情報が冗長になる懸念が

あるが、規格を統一する観点から「測系」情報を追加することとしている。 

 

 

表 2.5-1 統一フォーマットの新旧対照表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 No. 属　性　名 データ型 備考 分類 No. 属　性　名 データ型 備考

1 森林管理局 数値 必須 1 森林管理局 数値 必須

2 森林管理署 数値 必須 2 森林管理署 数値 必須

3 標識番号 文字列 必須 3 標識番号 文字列 必須

4 標識コード 数値 必須 4 標識コード 数値 必須

5 種類備考 文字列 5 種類備考 文字列

6 標識区分 数値 必須 6 標識区分 数値 必須

7 標識位置 文字列 7 標識位置 文字列

8 標識群 文字列 8 標識群 文字列

9 標識群備考 文字列 9 標識群備考 文字列

10 設置年 数値 10 設置年 数値

11 座標 文字列 必須 11 座標 文字列 必須

12 座標系 数値 必須 12 座標系 数値 必須

13 Ｘ座標 数値 必須 13 Ｘ座標 数値 必須

14 Ｙ座標 数値 必須 14 Ｙ座標 数値 必須

15 標高 数値 必須 15 標高 数値 必須

16 方向角 数値 16 方向角 数値

17 夾角 数値 17 夾角 数値

18 斜距離 数値 18 斜距離 数値

19 水平距離 数値 19 水平距離 数値

20 高低差 数値 20 高低差 数値

21 国有林名 文字列 21 国有林名 文字列

22 旧国有林名 文字列 22 旧国有林名 文字列

23 森林事務所 文字列 23 森林事務所 文字列

24 担当区 文字列 24 担当区 文字列

25 林班主番 数値 26 林班主番 数値

26 林班枝番 数値 27 林班枝番 数値

27 小班主番 数値 28 小班主番 数値

28 小班枝番 数値 29 小班枝番 数値

29 基本図番号 文字列 30 基本図番号 文字列

30 位置図番号 文字列 31 位置図番号 文字列

31 市町村 文字列 32 市町村 文字列

32 大字 文字列 33 大字 文字列

33 字 文字列 34 備考 文字列

35 測系 文字列 （追加）

※本業務での追加属性

座
標
デ
ー

タ

そ
の
他
属
性
デ
ー

タ

座
標
デ
ー

タ

そ
の
他
属
性
デ
ー

タ

■令和2年度に検討された統一フォーマット 

（令和 2年度国有林野境界情報のデジタル化の 

効率的手法検討委託事業） ■改訂後の統一フォーマット 
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 統一フォーマットへの整理 

前項で検討した新たな統一フォーマットに基づき、中部森林管理局（31,998 点）、四国森

林管理局（38,959点）の属性データを「別添：国有林野境界点統一フォーマット（中部森林

管理局／四国森林管理局）」のとおり整理した。なお、帳票の座標値や本業務で変換した座

標値等がわかるよう、統一フォーマットとは別にエクセル最右列へ整理した（図 2.5-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5-4 属性データの整理結果 

 

属性データについては、約 3万点に対して一括処理を行った。作業手順は次のとおり。 

① エクセルファイルを CSV形式に出力して、プログラム処理により GIS や地理院マッ

プシートで使用できる形式に変換した。 

② 出力した CSV に対して、プログラム処理によりセル内改行、ダブルクォーテーショ

ン内の半角カンマ等の不要な情報を削除した。 

③ 不要なデータを削除した CSVをWindowsコマンドプロンプトの COPY コマンドで

統合して１ファイルにした。 

④ 境界点 ID をキーにして、統合したファイルと変換した座標値を結合させた。 

 

中部森林管理局 

四国森林管理局 

統一フォーマットとは別に整理した値 




